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 土曜日 19:00 から活動している「まつなが日本語教室」で
は，たくさんの外国人市民のみなさんが日本語学習をしてい
ます。日本文化に親しむことを目的に，七夕やお月見などの
イベントも楽しみます。 

 外国語を全く話せなくても大丈夫なので，ボランティアを
してみませんか？ 

発行 松永生涯学習センター編集室 
住所 福山市松永町三丁目１番２９号 

電  話 ０８４－９３４－５４４３ 
    ＦＡＸ ０８４－９３４－８２５１ 

メールアドレス  
matunaga-shougai-
gakushuu@city.fukuyama.hiroshima.jp     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まなび 

 
松永生涯学習センターでは，これからの「ま

ちづくり」を担い，行政との協働によるイベン

トなどの活動を支援してくださる学生や一般

市民のボランティアを広く募集します。 

これまでボランティアをやってみたいと 

いう思いはあっても，一歩踏み出せなかった

あなた。自分の特技を活かしたいと思ってい

たあなた。この機会にぜひ”まつなが・げん

きづくりボランティア”で一緒に活動して

みませんか。 

 

ボランティアをやってみたいと思っている方 

（どなたでも） 

１８歳未満の方は保護者の承諾が必要です。 

活動は福山市の西部地域が中心となります。 

①青少年活動支援ボランティア 

②乳幼児活動支援ボランティア 

③外国人市民の活動支援ボランティア 
 

 

●受付期間 随時 ●登録期間 ２０２０年３月１日まで 

●申 込 先 松永生涯学習センター （次年度も継続できます） 

・電話 ０８４－９３４－５４４３ ・FAX ０８４－９３４－８２５１ 

・Mail matunaga-shougai-gakushuu@city.fukuyama.hiroshima.jp 

 
と き ６月８日（土）  １０時から 
ところ 西部市民センター ４階 第３学習室 

本郷コミュニティセンター 

電話 ０８４－９３６－２３１２ 
お問い合せ 



― 認め合おう みんな違って あたりまえ ― 

 

 子どもたちの学習塾で有名な「公文」が，高齢者がいつまでも元気なままで，また一人でも多くの

元気高齢者を増やすための啓発活動を全国で行っています。自治体や各種団体の要請を受け，脳の健

康教室の普及および認知症予防セミナーなどを中国 5県の統括エリアマネージャーとして展開してい

る講師が，「シワと診察券・かず数えの意味は・認知症を学ぶ・頭に溜まるゴミが身体に悪さをする・・・」

など 11項目を中心にお話しします。 

 元気で意欲的な生活を送るために，まずは知ることから始めましょう！！ 

＊どなたでも参加いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 まつながカープヂェー等にご協力いただい

ている外国人市民のみなさんや，まつながげ

んきづくりボランティアのみなさんとカープ

ヂェーのふり返りや，今後してみたいことな

どを話し合おうと「わいわい交流会」を行い

ました。 

 ボランティアのみなさんといっしょに「ゲ

タバーガー」を作りました。また，持ち寄っ

たそれぞれの国の料理を紹介してもらい，み

んなで楽しく話しながら食べました。 

 まつながカープヂェーでは，「各国の伝統舞

踊を日本の人と練習して踊りたい」とか「日

本の文化の紹介やいろんな国の似たものを集

めたらどうか」などたくさんの意見がでまし

た。 

 多文化共生のためには，「料理，歌，音楽，

スポーツなどで交流する」や「言葉が通じな

くてもコミュニケーションをとる努力をす

る」「日常的に集まる場をつくる」などの意見

がでてきました。 

 気軽に話ができる場になり，新たな出会い

の場になったことと思います。今後も，こう

いう場を大切に，つながりをつくっていけた

らと思います。 

福山市西部市民大学 2019年度 ～入学式記念講演～ 

「脳を鍛えて，若々しく生きる！」 

空
く

閑
が

 澄男
す み お

 講 師 さん 

 

（株）公文教育研究会 学習療法センター所属 

日時：4月 20日（土）10時 30分～

 場所：福山市西部市民センター 2階ホール 

 



―高めあう 人権感覚 豊かな未来― 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆日 時 ５月２９日，６月５日，１２日，１９日，２６日 

（毎週水曜日 ５回連続講座） 

１３時３０分～１６時００分 
 ◆場 所 西部市民センター５階多目的室・大会議室（福山市松永町三丁目１番２９号） 

◆内 容 「『親の力』をまなびあう学習プログラム」講座の進行役になるためのスキルを学び

ます。受講後はボランティアとして活動します。お気軽にお問い合わせください！ 

 ◆対 象 子育て支援に関心のある方   

◆定 員 ２５人 ※先着  ◆参加費 無料 

 ◆申込み・問合せ先 人権・生涯学習課 928-1243 

4／20 , 7／20 , 10／19 , 1／18 高西コミュニティセンター 084－934-2329 

6／15 , 9／21 , 3／21 本郷コミュニティセンター 084－936-2312 

（本郷コミュニティセンター） 12／7 松永コミュニティセンター 

5／18 , 8／17 , 11／16 , 2／15 神村コミュニティセンター 084－934－3445 

 

 
☆わくわくおはなし会 

●と き ４月２７日(土) 

１５時～１５時４０分 

●内 容 エプロンシアター「あかずきん」，

大型絵本「ともだちや」の読み聞か

せなど 

☆春のまいにちのおはなし会 

●と き ４月２９日(月)～５月３日（金） 

１４時～１４時１５分 

●内 容 絵本の読み聞かせ，手遊びなど 

 

 

〈定例行事〉 

☆あかちゃんといっしょのおはなし会 

●と き ４月 10 日（水）１１日（木） 

     １１時～１１時３０分 

●内 容 乳幼児とその保護者を対象にした

おはなし会 

☆松永読書会 

●と き ４月１５日（月）１０時～１２時 

●読 本 「虫めづる姫君 堤中納言物語」 

     蜂飼 耳／訳 光文社 

☆さくらんぼの会（こどもの本を楽しむ会） 

●と き ４月２２日（月） 

１０時３０分～１２時 

●読 本 未定 

≪図書館のお休み≫４月１６日（火）休館日 
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 ３月１１日（月）に西部市民センターで西部ブロック人権問題講演会を開催しました。講師には滋賀県か

ら石井眞澄さん・千晶さんをお招きし，「部落問題と向き合う私たち」と題して，部落差別にまつわる体験

をお話していただきました。 

 千晶さんは，中学生時代に受けた差別の話をされました。差別をした友人を変えたのは中学３年間の人権

学習で，学習を通して部落問題についての理解を深めていったそうです。 

一方，眞澄さんは大学時代の彼女が被差別部落出身という理由で両親に反対され，当時は大好きな両親

が差別をしたことに大変ショックを受けたそうです。しかし，ご両親は千晶さんと付き合い始めてから，

眞澄さんの幸せを想い，人権に関する学習を深めたり，お寺に相談に行ったり，自分たちの意識を変えて

いく行動を起こされたそうです。間違いに気付くだけでなく，行動につなげることができるかが大事だと

お話されました。 

 「部落差別は，被差別部落出身の人だけでなく，それに関わるすべての人を不幸にする。」「部落問題につ

いて知らないと自分も差別する立場になってしまうかもしれない。」「悩みを言えるような環境を作ることが

必要である。」など，おふたりの率直な思いを語ってくださいました。 

 正しい知識を学ぶことで，間違いに気づき，そこからの行動につなげることができると思います。 

 

【松永発見かわら版】 

「柳津学区 防災新聞」 

２０１８年度に柳津小学校 4年生児童が総

合的な学習の時間に地域の方から聞き取った

防災についてまとめた内容です。 

期間 ４月１日（月）～４月１５日（月） 

場所 西部市民センター 1階エントランス 

【おりばらサロン】 

どなたでもご参加いただけます。はじめての方も

大歓迎です。みんなでお話しながら，おりばらを折っ

てみませんか。 

日時 ４月１５日（月）１３時３０分～１５時 

場所 西部市民センター１階サロン 

 

【問合せ】 松永生涯学習センター  

 （電話 084-934－5443） 

西部市民センター１階エントランスやサロン，大型

テレビを活用し，年間を通してパネル展示・ビデオ上

映会・おりばらサロンなどを開催します。内容は，毎

号のまなび紙面でお知らせします。 

 チームの年長者が引退を決意する時とは…，年齢

や身体の状態から「潮時」を感じるものかと…。そ

の時，後継者の成長を見とどけられれば納得の「引

きぎわ」にもなるのでしょう。いずれにしても周囲

のことを思えばこそ…。 

次に続く人が後継を決意する時とは…，置かれた

立場を自覚して「出ぎわ」を感じるものかと…。先

人が残した志を思えば，ピンチの「瀬戸ぎわ」も越

えられるでしょう。いずれにしても周囲のことを思

えばこそ…。 

こうして迎える「時代の節目」で，人の気持ちが 

つながれば，きっといい新チームになるかと…。 

桜咲く節目の季節…，地域で職場で学校で…，心

通ういい新チームのスタートを切っていただけた

らと思います。 

松永生涯学習センターも，新年度のスタートにあ

たり，みなさまによりよい学びの機会が準備できる

よう新チーム一丸で取組みたいと思います。今年度

もよろしくお願いします。 


